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1. 前報 において ，栽培 地の異な る大豆各30 品種 の一

般成 分を定 量し ，各 地域 にお ける生育特性 ，栽培環境 お=

よび一株粒重 ・千 粒重 などの各成 分の変 動に与 える要因J

を検討し たが，今回は無機成分 中リンにつき上記諸条 件

を検討し たので報 告す る。

2. 試料は石岡・塩尻・熊本 の各試験 圃場で栽培し た

大豆 各同一30 品種 を用い ，それぞ れ粉砕 後常法 により灰

化し， モリブ デン青 比色法（中村氏変法）によ りリン を

定量し た。

3. 栽培地 を異にし た大豆の リン含量および灰分中の

リンの 比率は，熊本産大豆におい て特に高いこ とが認め

られ た。 また，リン含量の地域的変動は，熊本産大豆に

おいて小さ く，塩尻産大豆におい て大きい 傾向が認めら

れた。

リン含量の変動に及ぼす生育 特性 ，環境条 件などとの

相関は，灰分におい て認められたと同 様な要因 ，すな わ

ち，開花迄の日数・積算平均気 温・積 算日照時 間な どと

の間に負の相関が認められたほか，開 花迄，登 熟中，成

熟迄の各積算降水 量 との間にも正 の相 関が認 められ た。

また，一 株粒重 との間にも負 の相 関が認 められ た。

一 般成分含 量とリン含 量との相 関は， タンパ ク質・灰

分との間に正 の相 関が，炭 水化物 との間に負の相関 が認

められた。


